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ヒント１ 生ごみの分解が進まない・・・原因と対策 

 

□ 投入する生ごみが野菜くず中心 

  → 微生物が分解するためのカロリー不足が考えられます 

    廃食用油や米ぬか、炭水化物など高カロリーな物を入れてあげましょう 

 

□ 母材がさらさらしている 

  → 水分不足が考えられます 

    少ししっとりしているくらいが理想的です。 

 

□ 母材がだまになっている 

  → かき混ぜ不足が考えられます 

    生ごみを入れたら手で底からしっかりかき混ぜましょう。 

    母材をふるいにかけて分解されなかった生ごみを取り除きましょう。 

    （取り除いた生ごみは水分が抜けて分解が行われない状態です。貝殻以外は庭 

に埋めるなどすれば、地中で分解されます） 

 

□ 母材がべとべとしている 

  → かき混ぜ不足か、堆肥にするタイミングです 

    アンモニア臭や腐敗臭のようなものがしている場合は、堆肥にするタイミングで 

す。生ごみの投入を中止し、１ヶ月以上熟成させましょう。 

 

□ 生ごみを入れても温度が上がらない 

  → ヒント２へ 

 

 

 

 

 
寒くなってくると、段ボールコンポストの分解も遅くなります。 

秋～冬にかけての季節に段ボールコンポストと上手く付き合うための

ヒント集です。 

分解しにくいな、母材の様子が少し変だなと思ったら、数日間生ごみの投入をやめて、かき混

ぜるだけにするのも一つの方法です。 

段ボールコンポストも人のお腹と一緒で、具合が悪い時はちょっと休ませてあげてください。 



ヒント２ 温度管理に気をつけましょう 

段ボールコンポストは寒さが苦手。母材の温度を上げる工夫をしましょう 

 

□ 段ボールコンポストを冷やさない 

 ◆床置きしない 

   ◆発泡スチロールに入れる（フタはしない）  

    ※空気の通り道確保のため、隙間ができるサイズの発泡スチロールにしてください。 

◆お湯を入れたペットボトルを母材に入れる 

 

□ 微生物や細菌を元気にする  

◆廃食用油や米ぬかなどを定期的に入れる 

 ※廃食用油は１日５０ｃｃ程度を目安に入れてください。入れすぎると段ボールに

染み出て劣化の原因になります。 

   ◆ヨーグルトや納豆のパックをゆすいだ水を入れる 

  

 

ヒント３ 冬季の虫対策 

  

 □ 石灰や粉石けん（合成洗剤でないもの）を撒く 

 

□ 生ごみ投入を一時中断する 

   → その間キャップとネットをしっかりしめておく。 

     幼虫は餌が無くなると死滅し、成虫になったものも飛び立てずに死滅します。 
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忙しいときなどは生ごみの投入を休んでいただいても大丈夫です 

皆さんの生活スタイルに合った段ボールコンポストの活用方法を見つけてください 
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高カロリーな物を入れて、母材の温度を高温に保つという方法もありますが、冬季

は温度が上がりきらず、逆に虫にとって適温になってしまう事もあるようなので注意

してください。 

 虫が気にならない方は、生ごみ分解の手助けをしてくれる一面もあるので、そのま

ま使用を続けてみてください。 

 


